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5月 

1 木 創立記念日 

2 金 指定休日 

3 土 憲法記念日 

4 日 みどりの日 

5 月 こどもの日 

6 火 振替休日 

7 水 修学旅行(全組) 

8 木 修学旅行(全組) 

9 金 修学旅行(全組) 

10 土 修学旅行(全組) 

11 日 修学旅行(全組) 

12 月 修学旅行(サイエンス) 

修学旅行代休(文系・理系) 

13 火 修学旅行代休(サイエンス) 

14 水 
 

15 木 学年ランチABCD組 

16 金 
 

17 土 
 

18 日 
 

19 月 
 

20 火 
 

21 水 防災訓練 

22 木 学年ランチEFG組 

23 金 
 

24 土 
 

25 日 
 

26 月 
 

27 火 
 

28 水 中間考査 

29 木 中間考査 

30 金 中間考査 

31 土 中間考査 

進学ガイダンス 

学年通信 

山脇学園 高校２年 

第２号 

2025年4月30日(水)発行 修学旅行について 

すでにお伝えしているとおり、5月7日(水)より長崎・沖縄修学旅行を実施いたします。5月7日(水)の集合

はAM7:00に羽田空港国内線第2ターミナルビルB1階 マクドナルド前付近となります。時間厳守でお願

いいたします。他校の生徒や一般のお客様など、周囲への配慮を持って行動できるようにしましょう。 

本日、保護者の方向けに「ご家庭控え」をでんしょばとにて配信いたします。ご確認をお願いします。 
 
学年ランチについて 
 5月の学年ランチの予定は下記の通りです。 

ABCD組 → 5月15日(木) ／ EFG組  → 5月22日(木)  
 

参観授業について 

6月23日(月)～6月25日(水)は参観授業期間となります。習熟度別授業による教室移動もあり、自教室前

に実施教室の掲示を行う予定ですが、ご来校前に予めご家庭にて実施教室の共有をお願いいたします。 
 

1学期中間考査について 

 5月28日(水)～5月31日(土)は1学期中間考査を実施します。高校1年生と比べて科目数が少なくなりま

すが、内容はより深く高度になっていきます。高校2年生からの科目は受験科目として、考査毎に1つ1つの

単元を仕上げていく気持ちで取り組む必要があります。早め早めの計画を立て、準備を行いましょう。 
 

英検について 
6月1日(日)に2025年度1回目の英検が行われます。個人申し込みは５月７日(水)までです。英検はここ

数年で大学入試への利用がさらに加速し、ほぼ「必須」といってもよいほどに重要度が高まっています。CBT
受験も併用しつつ、高校２年生の間に2級の取得を達成しましょう。もちろん、すでに2級を取得している方
は準1級、1級、単純なスコアアップを目指して2級を再度受験することも効果的です。ご自身の状況を鑑み
て、積極的に受験しましょう。 
 

学習進路部からのお知らせ 

5月31日（土・1学期中間考査最終日）に、学習進路部による「生徒・保護者対象進学ガイダンス」を講

堂で実施します。10:45頃から開始の予定ですが、詳細は後日ご連絡します。保護者の皆様も万障お繰り合わ

せの上、ご出席ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高校2年生がスタートしてひと月が経過しました。新しいクラス・授業

にも少しずつ慣れてきたところではないでしょうか。ここからGWを挟ん

で修学旅行が予定されており、皆さんにとっては非常に楽しみなシーズン

かと思います。 

 さて、高校2年生の学年目標は、 

 ①俯瞰・自走・自治 

 ②進路を見据え学習の基礎確立と活用力養成  

 ③社会に向き合う自己のビジョンを描く 

の3項目でしたね。覚えているでしょうか。 

 このうち、①の俯瞰・自走・自治については4月の始めに学年部長から

特にお話があったかとおもいますので、ここでは②③にまつわる進路の話

を少しだけ書かせていただきます。 

 私が昔カナダに行ったとき、現地の大学で物理学を研究している日本人

の男子学生と会う機会がありました。聞くところによると、彼は高校2年

生からカナダのハイスクールに転校して、そのまま現地で大学受験を行っ

たそうです。てっきり両親の仕事の都合かなにかだと思って聞いてみたの

ですが、なんと彼は親元を離れて自分の意志でカナダに来たのだそうで

す。(一応、カナダ在住の親戚がいたそうですが) 

 さらに詳しく話を聞いてみると、彼はもともと日本の中高一貫校の男子

校に通う一般的な日本の高校生だったそうです。サッカー部に所属し、部

活に熱中していました。そんな彼は、親の勧めで高1の夏休みにカナダに

短期留学に参加しました。現地のホストファミリーの息子がちょうど彼と

同じ歳くらいだったそう。その子が、自分のキャリアパスを考えポートフ

ォリオを作成したり、夏休み期間に自分の将来の生き方を考える活動を積

極的に行う姿に衝撃を受けたとのことです。さらに、そうした取り組みは

別に珍しいことではなくその子のハイスクールではきわめて普通のことだ

とか。 

「夏休みに、親に言われたことをやって、部活やって、学校にぼんやり

通って、自分のこれから先のことを考えられていなかった」と彼は考え、

帰国後両親に相談、そのまま次の年にカナダのハイスクールに転校しまし

た。 

行動力はとんでもない彼ですが、その行動のきっかけは極めてささいな

ものです。修学旅行・山脇祭・体育祭・部活・日々の授業・友人との会

話・下校途中に見た広告などなど、人の考え方を大きく変えるきっかけは

ふとしたところに転がっています。将来やりたいことがないという方はそ

れなりにいると思いますが、それを見出す“いとぐち”は日々の生活や活

動・取り組みの中にこそあると思います。つれづれなる日々の中で、ぜひ

自分のキャリアを考えるタイミングを多く作ってみてください。  

                          海老原圭介 

  

今回の題字はG組野口真理さんの作品です！ 


